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閉鎖性海域におけるブルーカーボンの取り組みとその課題



沿岸 (浅い海)

外洋 (深い海)

植物プランクトン海藻・海草
植物プランクトン・底生微細藻類

陸域

陸上植物

地球上の光合成生物（陸上植物と藻類：一次生産者）
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グリーンカーボンとブルーカーボン（温帯域）



地方自治体によるクレジット化

認証組織による標準化

国として気候変動枠組条約でのインベントリー
として国連に報告

農水省で削減量算定の
ためのマニュアルを策定



https://www.renewable-energy-
potential.env.go.jp/RenewableEnergy/dat/report/r
01/r01_chpt3-5.pdf

洋上風力発電施設設置適地の分布

区画漁業権

定置漁業権

全国の区画，定置漁業権設定

• 沿岸で新たに大規模な海藻養殖を行える場所は

限られているが，洋上風力発電施設の適地はブル

ーカーボンを目指した海藻養殖の適地でもある



• 洋上風力発電施設に附帯する施設で海藻類の養殖を行うことで，ブルーカーボン

の効果的な増加が見込める

スジメチガイソ コンブ類 カジメ類 ワカメ

ホンダワラ類

海底固定式 浮体式



• 海藻の成長には光合成のために充分な光が必要だが植物プランクトンも光を吸収

するため海底に光がとどき難くなり，生育限界水深が浅くなる

• 湾奥部などの高度に富栄養で停滞性の海域では海藻植生は貧弱になる

低栄養塩環境 富栄養塩環境

プランクトン



藻場分布

透明度CODT-N

• 良好な藻場が発達できる水質は，T-N ＜0.3 mg/L ；COD ＜2 mg/L；透明度＞5–6m

• 播磨灘，大阪湾中央部では栄養塩濃度は低いが，湾奥部では高度に富栄養で海藻

の多様性が低く，大形海藻は見られない

種多様性が低く
大形海藻がみら
れない

播磨灘

大阪湾



護岸形状による生物相の違い

神戸港
ポートアイランド

緩傾斜護岸

人工海浜、自然石による生物着生基質

藻場の創出に向けた取り組み



Google Earth

筏，防波堤，水路を用いた海藻育成（尼崎港，尼崎運河）

ワカメ育成

ワカメ育成

アオノリ類育成


